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平
成
19
年
第
４
回
岩
沼
市
議
会
定

例
会
（
11
月
定
例
会
）
は
、
11
月
20

日
に
招
集
さ
れ
、
11
月
28
日
ま
で
の

９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
「
岩

沼
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
建
築
工

事
の
請
負
契
約
」「
市
民
健
幸
大
学
」

「
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
」

「
住
居
表
示
の
実
施
」「
新
ご
み
焼
却

施
設
建
設
用
地
の
選
定
」「
下
水
道

使
用
料
等
の
改
定
」「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
活
用
」
等

の
市
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平

成
19
年
度
一
般
会
計
等
補
正
予
算
、

人
事
案
件
等
計
22
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
次
の
人

事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

橘
内　

剛
造　

氏
（
桑
原
）
再
任

高
橋　
　

隆　

氏
（
藤
浪
）
再
任

佐
藤　

千
代
子　

氏
（
桜
）
再
任

　

議
員
２
名
に
よ
り
、「
非
常
勤
の

特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
ま
で
に
受
理
し
た
請
願

は
次
の
１
件
で
す
。

◆
請
願
第
３
号　

寺
島
学
習
館
の
改

築
に
関
す
る
請
願

※
請
願
第
３
号
は
、
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
付
託
・
審
査
さ
れ
、

最
終
日
に
委
員
長
報
告
の
と
お
り

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
、
教
育
委
員
長
へ

送
付
し
、
そ
の
処
理
の
経
過
及
び

結
果
の
報
告
を
請
求
し
て
い
ま
す
。

　

本
定
例
会
ま
で
に
受
理
し
た
陳
情

は
次
の
６
件
で
す
。

◆
陳
情
第
10
号　

国
の
乳
幼
児
医
療

費
無
料
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て
の
陳
情

◆
陳
情
第
11
号　

悪
質
商
法
を
助
長

す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
割
賦
販
売
法
の
抜
本

的
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府

等
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
件

◆
陳
情
第
13
号　

宮
城
地
方
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
と
、
最
低
賃
金
制

度
の
抜
本
的
改
正
を
国
に
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書

◆
陳
情
第
14
号　

最
低
保
障
年
金
制

度
の
実
現
を
求
め
る
請
願（
陳
情
）

◆
陳
情
第
15
号　

療
養
病
床
の
廃

止
・
縮
小
計
画
の
中
止
を
政
府
に

求
め
る
意
見
書
提
出
を
お
願
い
す

る
陳
情
書

◆
陳
情
第
16
号　

平
成
20
年
度
税
制

改
正
及
び
行
財
政
改
革
に
関
す
る

要
望
に
つ
い
て

岩沼IC（インターチェンジ）
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概
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一
問
一
答
方
式
に
よ
る

一
般
質
問

問　

向
学
心
に
燃
え
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
奨
学
金
制
度
を
つ
く

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

教
育
長　

県
で
行
わ
れ
て
い
る
高
等

学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
の
す
ぐ

れ
た
制
度
を
大
い
に
活
用
さ
せ
た
方

が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
学
校

で
も
生
徒
や
保
護
者
に
こ
の
よ
う
な

各
種
の
制
度
を
紹
介
し
て
お
り
、
市

独
自
の
奨
学
金
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

玉
浦
小
・
中
学
校
の
業
務
員
体

制
に
つ
い
て
、
複
数
配
置
を
検
討
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
、
教
職
員
の
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
行
っ

て
い
ま
す
。
職
員
の
意
識
改
革
と
定

員
管
理
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
苦

し
い
と
き
に
は
痛
み
を
分
け
合
い
、

そ
し
て
、
職
員
全
体
の
総
合
力
で
カ

バ
ー
し
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

空
港
周
辺
の
土
地
利
用
に
対
す

る
今
後
の
取
り
組
み
方
を
国
・
県
を

含
め
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

市
長　

空
港
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
国
土
利
用
計
画
の
中
で
空

港
貨
物
基
地
を
含
む
流
通
業
務
用
地

の
整
備
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。
平

成
８
年
に
宮
城
県
が
策
定
し
た
仙
台

空
港
臨
空
都
市
整
備
基
本
計
画
で
、

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

IC
を
生
か
し
た
土
地
利
用
は
、

地
権
者
等
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
も
一

体
と
な
っ
た
条
件
整
備
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

仙
台
東
部
道
路
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
常
磐
自
動
車
道
あ
る
い

は
三
陸
自
動
車
道
の
接
続
、
延
伸
等

に
よ
っ
て
さ
ら
に
利
用
増
進
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

国
土
利
用
計
画
の
中
で
は
、
適
切
な

土
地
利
用
計
画
を
図
る
と
し
て
い

ま
す
。

問　

公
共
的
な
も
の
を
市
民
が
つ

く
り
出
す
社
会
状
況
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
て
い
る
の
か
。

新
政
ク
ラ
ブ後　

藤　

一　

利

市
国
土
利
用
計
画
に
お
け
る

市
土
の
利
活
用
に
つ
い
て

日
本
共
産
党松　

田　

由　

雄

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

市
民
参
画
の
会

布　

田　

一　

民

岩
沼
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

に
つ
い
て


